
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 
 

施 設 名：稗原デイサービスセンターやまゆり 

施設種類：グループホーム ・ 小規模多機能型居宅介護施設（該当に○） 

     通所介護 

 

日  時：令和6年12月 6日（金） １３時３０分 ～１４時３０分 

会  場：稗原コミュニティーセンター 

出 席 者 

（人数） 

 

 

 

（議題） 

 1、理事長代理施設長挨拶 

 2、利用状況、近況報告、その他連絡事項 

 3，意見交換 

 4，その他 

  
  

議題2利用状況及び近況報告 

 ・利用者状況     登録人数21名 

  介護度 要介護５  (男性０名、女性０名) 

          要介護４  (男性０名、女性2名) 

          要介護３  (男性 1名、女性1名) 

           要介護２  (男性 3名、女性5名) 

           要介護１  (男性 0名、女性7名) 

           要支援２  (男性 0名、女性0名) 

           要支援１  (男性０名、女性2名) 

           事業対象者 (男性 0名、女性０名) 

 

 ・近況報告 

   所原へ花見 

   きらら多岐外出 

   笹巻作り 

   出雲慶人会女性部様によるタオルの寄贈 

   やまゆりデイへの体操参加（事業所間交流） 

   市森神社 夏祭り 

   外出月間～森のくまさん（ぱん購入） 

   活動風景 

   敬老会 

    南中学校３年生 職場体験学習 

利用者代表 ０人 有識者 2人 

利用者家族  0 人 
高齢者あんしん支援

センター職員 
0人 

地域住民の代表 0人 出雲市職員 1人 

その他（理事長、施設長、課長、管理者 ） 3 人 



 

議題 3 意見交換 

・食事がご馳走で羨ましいと思った 

→職員が一つ一つ手作りで提供している。おやつも手作りの物を提供し

てる。調理員は３名で担当しているが、一生懸命に献立や買い物などや

ってくれており感謝している。 

・外出の機会が増えている事で、利用者様が喜ばれている事が伝わった 

→当日に外出の要望があったら出掛けたりとなるべく利用者が行きた

いと思っておられる時に外出をするようにしている。 

・定員10名だが、今後も変更はないのか？ 

→職員の配置などの兼ね合いもあり、現状すぐには定員を増やせる状況

ではない。しかし経営的に職員配置等今後も検討している。 

・外国籍の職員の雇用はどうなっているか？ 

→フィリピンの方が１名増え、現在８名雇用している 

・職場体験学習の受け入れは、毎年行っているか？ 

→学生の希望があれば積極的に受け入れを行っている。今年と昨年度は

続けて希望があったが、年によっては児童数が少なく、また希望者がい

ない年もある 

・コロナ感染症についてはどうなっているか？ 

→現在コロナ感染症罹患者0人。コロナ感染症もインフルエンザも流行

りだすとすぐに流行してしまう。感染症対策を現在も徹底しており、連

れ出し前の検温、消毒、換気、マスクの着用（職員・利用者）等行って

いる 

・介護現場が感染すると大変だと思う 

→今後も感染対策を継続していきます 

・自然災害に対して、対応はどうしているか？ 

→毎年2回災害訓練を実施している 

→BCPを策定、運用出来るようマニュアルを作成している 

・ハラスメントの研修など行っているか？ 

→年 1回行っている 

→またカスハラについても、適切な対応をする為、研修を行う必要があ

る 

・行政もカスハラなどの対応について、マニュアルを今後作成していく 

・身寄りのない人が今後の課題だと考える 

・新規の利用者をどのように集客しているか？ 

→市内のケアマネの紹介で受けている 

→法人としては、ツリーリングスというバンドが地域のサロンなどにお

邪魔し、法人の魅力発信等を行っている 

・稗原地内のミニデイやまめな教室といった予防教室に参加される方が、

介護度的に対象外になってきている。サービスへの移行方法が十分では

ない。地域への啓発をコミセンもしっかり行いたい 



→サービスの利用方法等本部からも出張し、介護保険制度など発信等も

今後行っていくよう検討する 

・ツリーリングスの活動は良いと思った 

・サービスを使うにあたり、認定が必要か否か、どの介護度が利用の対

象か等、ここを知らない人が多い。ここを発信してほしい 

・後期高齢者（75歳以上）の受け入れは？ 

→今は元気な人が多い。今後需要があれば定員数を増やすなど対策を講

じる 

 

以上 


